ペニンスラ教会　子供のお話　　２００６年２月２６日（日）
「神様といつも一緒」
１．（元気なく）「…みんな…どうもこんにちは、オイラはおサルのサルノスケ。今日は何だか

　　　　　　　　元気がないんだ…。色々なことがあってさ…、あ～、人生って大変だよ、

　　　　　　　　生きるってことは、悩みばかりだ…。

　　　　　　　　オイラが何で悩んでいるのか、みんな聞いておくれよ…。」

２．「実はさ、この前カニタローくんとケンカしちゃったんだ。だってさ、カニタローくんが

　　おいしそうなオニギリを持っててさ、オイラもそれが欲しかったんだよ。

　　それで無理やり取ってやろうとしたらさ、カニタローくんが怒っちゃってさ。そうしたら

　　オイラもムカムカしてさ、結局ケンカになっちゃったんだよ。」

３．「ケンカするって、本当に気持ちがよくないよね…。もうカニタローくんと仲良くできないのかなあと思ったら、もう悩んじゃって悩んじゃって…。

　　この苦しさといえば、何かずっしりと重いものが背中に乗っかってるみたいなんだよ・・・」

４．「それからさ、この前ママに怒られちゃったんだ。ママったらさ、『勉強しなさいっ！』
　　って言ってばかりで、ホントにうるさいんだよ。

　　そりゃぁさあ、勉強しないボクも悪いんだけどさ…。でも、ママに怒られるって、何だか

　　気分が悪いよ・・・」

５．「カニタローくんとケンカして、ママに怒られて・・・。ああ、重い物がずっしりと、２つも背中に乗ってるみたいだよ・・・」

６．「そんなことがあったからさ、この前さ、温泉に行ったんだよ。モヤモヤしてる時は、やっぱり温泉だよね！　気持ちよくなってさ、全部洗い流しちゃったっていうか、もう本当に
　　スッキリしたって、思ったんだ。・・・ところが・・・」

７．「あんまり長く入りすぎちゃったもんだから、ボ～っとしてきちゃって、

すっかりのぼせちゃったんだよぉ～。そうしたら、逆に体がおかしくなっちゃって、

温泉に入る前よりも具合が悪くなっちゃったんだ・・・。」

８．「あ～、もう何をやっても駄目なんだよ…。

生きていると、重い荷物がどんどん積みあがっていってしまうよ・・・」

９．「昔、江戸幕府の初代将軍だった徳川家康っていう人が、

『人生は重き荷を負ふて遠き道を行くが如し』って言ったんだって。

　それはさ、“生きているってことは、重い荷物を背負って、長い長い旅を歩いているような

　ものだ”っていう意味なんだって。本当だよ、生きるって、大変だよなあ・・・」

１０．そんな時、サルノスケくんの心の中に、聖書のみことばが響いてきました。

　「主をたたえよ

日々、わたしたちを担い、救われる神を。」　詩篇６８：１９
　「そうだ、神様がボクの重い荷物を持ってくださるんだ。いや、それだけじゃないよ、
　　ボクと一緒に生きてくださる、ボクを背負って歩んでくださるんだ。

　　そうなんだ、神様がそう言ってくださるんだから、ボクはそれを信じよう。

　　そして、これからも神様と一緒に生きていくんだ！」

１１．それが分かったサルノスケくんは、もう嬉しくって嬉しくってたまりません！

　　

　　「イエス様、ありがとう！　これからも色々なことがあると思うけど、神様が一緒に

　　　いてくださるから、大丈夫です。神様～、本当にありがとう！！」

　大切なことが分かったんだね、サルノスケくん。良かった良かった、めでたしめでたし。　　おしまい

